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１．第１回小委員会の開催結果 三 重 県
Mie Prefecture

第１回小委員会の開催結果

【会議概要】

建設産業の現状分析結果、現プランの取組結

果から、次期プランで取り組むべき課題を整理

し、左記の３つの取組方針に基づき、各小委員

会のテーマごとに委員の立場から忌憚ない意見

を頂いた。

担い手確保小委員会

生産性向上小委員会

開催日：１０月１９日（木）、１１月２日（木）

開催日：１０月１８日（水）

開催日：１０月１８日（水）

• 魅力発信など、教育機関との連携取組

• 望まれる労働環境と実現に向けての取組（共通）

• 建設ＤＸ等の生産性向上の具体取組

• 望まれる労働環境と実現に向けての取組（共通）

【検討内容】

【検討内容】
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１．小委員会意見対応の方向性
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● 建設業の魅力を伝えることができていないことは学校側の反省点である。
● 業界全体を知ってもらうためには、個々の企業では負担が大きい。協会・行政で

行うことが必要。

「担い手確保 小委員会」にて出された意見

・建設業の現状や魅力(※)を発信する新たなツールとして動画を活用していき
ます。
・動画は学校・業界・行政の意見を踏まえ作成し、作成した動画は、企業や学
校が、建設業界のＰＲや魅力発信のために使用できるようにしていきます。

反映する
取組

【資料２】Ｐ28 （１）教育機関・建設業界・行政との連携
１）学校（進路指導教諭）訪問等
２）進路教諭と建設企業の交流会

【資料２】Ｐ29 （２）生徒への魅力発信・動機付け
１）出前授業・現場見学会等の開催
２）多角的な広報活動

担い手の確保

委
員
意
見

今
回
議
論

次
回
議
論

意見対応の方向性（事務局案）

※ 魅力・やりがいとは・・・
・ものづくりの楽しさ・達成感
・人命と財産を守る仕事
・地図に残る大きな仕事
・労働環境の変化（週休２日、建

設ディレクターや建設ＤＸ）など



２．小委員会意見対応の方向性
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● 建設業は求人票に「作業員」と記載されるが、「技能職」等で言い換えるべき。

言葉を見ただけで候補から除外されてしまう。

● 大手企業は高校生の人材確保に力を入れており、高校生向けの採用ＨＰを展開し

ている企業もある。

● （建設企業は）求人票については、業界全体として、時代に合わせた内容に更新

していく努力が欠けているが、どのように書けばいいか分からない。

● 求人票の書き方など、先生との交流会の中で説明させてもらっても良い。

● 中小企業では、採用担当者を人材育成することが難しい。

・建設企業が採用活動（求人票の書き方、魅力あるHPの作り方など）に関し
て進路指導教諭からの指導を受け、より効果的な採用活動が実施できるように
支援します。

反映する
取組

【資料２】Ｐ28 （１）教育機関・建設業界・行政との連携

３）採用活動における連携

担い手の確保

「担い手確保 小委員会」にて出された意見

委
員
意
見

今
回
議
論

次
回
議
論

意見対応の方向性（事務局案）



２．小委員会意見対応の方向性
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● 普通科高校にも積極的に出前授業等を実施してもらっていることは頼もしく感じ

ている。今後も力を入れてやっていただきたい。

● 地元企業の協力で建設業との交流会も取り組んでいる。多くの生徒が興味を持つ

ことは難しいが、プラスに働いている。

高校のＯＢ・ＯＧが学校訪問することは効果的である。知っている先輩が入社１

～２年目の社員として話をしてくれると生徒の心に刺さる。

● 建設業のやりがいを大きく発信する必要がある。

・より多くの生徒に魅力を伝えるため、普通科高校に対し積極的に出前授
業・現場見学会等を実施していきます。
・ＯＢ・ＯＧ訪問の実施、ものづくりの楽しさや技術の習得など建設業の
やりがいを発信することで、生徒の心に響く取組の実施を促進します。

反映する
取組

【資料２】Ｐ29 （２）生徒への魅力発信・動機付け
１）出前授業・現場見学会等の開催

担い手の確保

「担い手確保 小委員会」にて出された意見

委
員
意
見

今
回
議
論

次
回
議
論

意見対応の方向性（事務局案）



２．小委員会意見対応の方向性
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● 建設業は現場の繋閑差があり、実施時期によってはインターンシップの実施が適切で

ない場合がある。現場の掃除しかさせてもらえず、イメージが悪化したケースがある。

●企業見学時に説明者が一生懸命プレゼンしたことに心を打たれ、説明を受けた生徒の

進路希望が変わったという話を聞いた。

● インターンシップに参加した生徒が、そのままその会社に就職したケースがある。

●高校１年生を対象に、生徒が自らコースを選択して企業見学・体験ができる進路研究

を実施している。就職後のイメージ、興味を持ってもらうため数年間継続している。

● 高校２年生の選択科目として金曜日（年間１６回）に自宅から直接企業に行き、職

場体験をするインターシップを実施している

・インターンシップの場を利用した建設業の魅力発信を促進します。
・学校のカリキュラムに沿って、生徒の学年に応じた効果的な取組（実施時期、
内容の検討）を実施していきます。

反映する
取組

【資料２】Ｐ28 （１）教育機関・建設業界・行政との連携
１）学校（進路指導教諭）訪問等

【資料２】Ｐ29 （２）生徒への魅力発信・動機付け
１）出前授業・現場見学会等の開催

担い手の確保

「担い手確保 小委員会」にて出された意見

委
員
意
見

今
回
議
論

次
回
議
論

意見対応の方向性（事務局案）



２．小委員会意見対応の方向性
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● 高校生向け求人票管理システムアプリ「Ｈａｎｄｙ進路指導室」は保護者も閲覧
できるため、効果的なツールとして広がりつつある。

●就職活動や進学活動は、保護者が大きく影響を与えている。ほぼ内定していても親
が反対して辞退された事例もある。

● 大雪発生時の雪氷対策など建設業への理解が深まってきているが、現在学生を子
にもつ親の心を掴めていない。

・高校生や保護者が多く利用しているアプリ（Handy進路指導室等）を活用し、
身近に情報が得られるような効果的な広報活動を促進します。
・保護者に対して、従来の建設業のイメージから転換できるよう、労働環境の
改善の取組など、保護者に響く建設業の魅力発信を実施していきます。

反映する
取組

【資料２】Ｐ29 （２）生徒への魅力発信・動機付け
２）多角的な広報活動

担い手の確保

「担い手確保 小委員会」にて出された意見

委
員
意
見

今
回
議
論

次
回
議
論

意見対応の方向性（事務局案）



２．小委員会意見対応の方向性
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「生産性向上 小委員会」にて出された意見

● 工業高校で学習する技術が一昔前の内容であり、学んだことが現場で活かせて
いないのではないか。学校と地域で連携して今の技術で勉強会を開催すること
が効果的。

●出前授業をした際、建設業の使命を説明することで就職を考える際の選択肢に
なる可能性があると感じた。

● 3Dを使用した方が見栄えが良い。若者が活躍できる場としてPRできれば、
担い手の確保につながる。

反映する
取組

【資料２】Ｐ28 （１）教育機関・建設業界・行政との連携
２）進路教諭と建設企業の交流会

Ｐ29   （２）生徒への魅力発信・動機付け
１）出前授業・現場見学会等の開催

担い手の確保

・工業高校において、今の技術が学べるよう学校と企業とが連携して取り組みます。
・就職の選択肢に加えてもらえるよう、生徒に建設業の使命を説明します。
・魅力発信において、３Ｄを使用したものをＰＲしていきます。

意見対応の方向性（事務局案）

委
員
意
見

次
回
議
論

今
回
議
論
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●若手女性社員にとって、地域の建設業は比較的柔軟な働き方ができるため、自由度
の高い職場であると捉えている様に思う。

●キャリアデザインを明確にして、自分の努力次第で実現できる事項など製造業とは
違った魅力を見つけてもらいたい。

・魅力発信においては、建設企業に他の産業にはない建設業ならではの魅力
を聞き取り、発信していきます。
・建設企業においては、就職後のキャリアデザインを示すことが重要となた
め、その取組（企業におけるキャリアデザイン作成）が実施できるように支
援します。

【資料２】Ｐ29 （２）生徒への魅力発信・動機付け
２）多角的な広報活動

反映する
取組

担い手の確保

「担い手確保 小委員会」にて出された意見

意見対応の方向性（事務局案）

委
員
意
見

今
回
議
論

次
回
議
論 【資料２】Ｐ36 （４）適正な利潤の確保・人材育成・福利厚生

３）福利厚生の充実
反映する
取組

労働環境の改善



２．小委員会意見対応の方向性

「担い手確保 小委員会」にて出された意見
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●今の生徒は「給料」「休日」「きれい（勤務形態）」といった新たな３Ｋを重視して
おり、求人票でもこの３点は重要な項目である.

・採用活動において、生徒のニーズを踏まえ、求人票への記載項目の改善を促
進します。
・生徒が重要視する内容が実現できる労働環境を整えるため、適正な企業利潤
の確保、週休２日、労働時間の削減、安全な職場環境等の実現に対して取組を
実施します。

【資料２】Ｐ33 （１）週休２日制の定着
１）４週８休の定着
２）市町発注工事における週休２日制工事の定着
３）民間発注工事への周知・促進

【資料２】Ｐ35 （３）安全で快適な労働環境の実現
２）誰もが快適に働くことができる職場環境の整備

【資料２】Ｐ36 （４）適正な利潤の確保・人材育成・福利厚生
１）適正な利潤の確保への適切な対応

委
員
意
見

今
回
議
論

次
回
議
論

意見対応の方向性（事務局案）

反映する
取組

担い手の確保

反映する
取組

労働環境の改善

【資料２】Ｐ28 （１）教育機関・建設業界・行政との連携

３）採用活動における連携



２．小委員会意見対応の方向性

「担い手確保 小委員会」にて出された意見
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●どんな資格が取得できるか等、将来の仕事が見えて、どのくらいの給与水準かといっ
たことがパンフレットに記載されている企業は先生からの評価が高い。

・生徒や先生のニーズを踏まえ、適切な情報を記載したパンフレットの作
成を促進します。
・生徒に就職後の将来像を示していけるように、企業に対してキャリアパ
ス（役職、経験年数、職務内容、必要とする資格など）の策定を促進しま
す。

【資料２】Ｐ36 （４）適正な利潤の確保・人材育成・福利厚生
３）福利厚生の充実

委
員
意
見

今
回
議
論

次
回
議
論

意見対応の方向性（事務局案）

担い手の確保

反映する
取組

反映する
取組

労働環境の改善

【資料２】Ｐ28 （１）教育機関・建設業界・行政との連携

３）採用活動における連携



反映する
取組

１．小委員会意見対応の方向性

● 資格の取得支援について、個人負担をいかに減らすかが人材育成としては大事

・工業高校において、在学中から就職後に必要となる資格の取得支援を実施し
ていきます。
・企業において、若手従業員のキャリア形成に活かされる資格取得が促される
よう、必要な支援策を実施していきます。

【資料２】Ｐ29 （２）生徒への魅力発信・動機付け
３）資格の取得支援

担い手の確保

「担い手確保 小委員会」にて出された意見

意見対応の方向性（事務局案）

委
員
意
見

今
回
議
論

次
回
議
論
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２．小委員会意見対応の方向性
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●Ｕ・Ｉターンは、その土地や人に魅力があって移住する。
●衣食住だけでは人は来ない。教育や福祉、働く場所などがワンストップで提供される

ことで移住する。三重県の魅力発信と建設業をつなげていく仕組みがないと移住しよ
うと思わない。

●建設業の話を先に持ってきても、生活していく上で不安材料があると移住しない。ま
ず自分たちの生活ができることが前提。

●空き家対策など、何かの取組施策と建設業の雇用を組み合わせて紹介することができ
れば良い。

反映する
取組

・教育や福祉、衣食住と合わせて建設業の魅力を発信していく取組を実施して
いきます。

「担い手確保 小委員会」にて出された意見

委
員
意
見

今
回
議
論

次
回
議
論

意見対応の方向性（事務局案）

担い手の確保

【資料２】Ｐ30 （３）Ｕ・Ｉターン人材等への働きかけ
１）他部局連携によるＵ・Ｉターン人材確保
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●全体的に全産業で担い手不足となっており、ここ数年で解消されるとは思えない。
●外国人労働者の育成も大きなテーマである。
●監理者・技術者の外国人労働者はあまりみかけない。実例を作って欲しいなと思う。
●外国人労働者が現場に入ると、提出する書類が煩雑になると聞く。
●困っている企業に対して、手続きで困らないよう行政が支援すべき。

反映する
取組

・外国人雇用制度への理解を進めるため、他部局が開催する外国人雇用制度に
係る説明会等に建設企業が参加できるよう、業界への周知及び他部局との連
携・調整を実施していきます。

【資料２】Ｐ30 （３）Ｕ・Ｉターン人材等への働きかけ
３）外国人雇用への働きかけ

「担い手確保 小委員会」にて出された意見

委
員
意
見

今
回
議
論

次
回
議
論

意見対応の方向性（事務局案）

担い手の確保
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● Bランク企業にICTを活用する意識が不足している。
● 採算面が合わないのでＩＣＴ施工を実施できない現場もある。実施率を上げる

ためには、実情に見合った設計額を設定する必要がある。

「生産性向上 小委員会」にて出された意見

生産性の向上

・未経験企業を対象にＩＣＴ活用工事のメリット等を説明し、企業経験率を
向上させます。

・ＩＣＴ活用工事における採算性や生産性向上の効果が現場条件等でどう
異なるかを検証し、より効果のある施工プロセスの活用例を示すなどを
行っていきます。

意見対応の方向性（事務局案）

委
員
意
見

今
回
議
論

次
回
議
論

反映する
取組

【資料２】Ｐ31 （１）建設現場における生産性向上
１）建設ＤＸの推進
２）ＩＣＴ活用工事の推進

※ICT活用工事とは、ドローンやICT建機により測量や施工など５つのプロセスで生産性を向上させる工事です。

三重県は平成３０年度から本格的にICT活用工事に取り組んでおり、現在、実施率は
６５％、企業経験率はAランク６４％、Bランク２２％となっています。また施工者の
アンケート結果からは、生産性が従来施工より約４割向上することを確認しています。

（ICT活用工事）

現
状



２．小委員会意見対応の方向性

17

● 発注者側が建設業界の実態を理解し、どの程度効果があるか検証することが必要。
●ASPや3次元測量などを使用して効率化した施工プロセスを評価する仕組みが必要。
●ＩＣＴは特殊な仕事であり、専門的な人材がいなければ難しい。（建機リース会社と

しては）最初は外注で一緒に取り組もうというスタンスで対応している。
●ＩＣＴを自社で行うには、専門的な人員を育成することが必要で、分業化していく

ことで利益がでて普及に繋がっていく。

「生産性向上 小委員会」にて出された意見

生産性の向上

・建設DXにより生産性向上を図った場合のインセンティブを検討します。
・ＩＣＴ研修会を開催するなど、ＩＣＴを活用できる人材の育成に取り組みます。
・建設企業のＩＣＴ専門人材を育成します。

委
員
意
見

今
回
議
論

次
回
議
論

意見対応の方向性（事務局案）

反映する
取組

反映する
取組

労働環境の改善

【資料２】Ｐ31 （１）建設現場における生産性向上
１）建設ＤＸの推進

（２）ＩＣＴ人材育成
１）ＩＣＴ研修による人材の育成

【資料２】Ｐ34 （２）施工管理の効率化・分業化
１）施工管理の社内分業化への支援

※ICT活用とは、ASPや遠隔臨場など、あらゆるＤＸにより生産性を向上させる取組です。

（ICT活用）

※ASPとは、インターネット上で工事書類のやりとり（提出・決裁）、図面などのデータ共有を行うシステムです。



２．小委員会意見対応の方向性

18

●社内分業による業務の効率化、時間外削減に効果があると考える。
●建設ディレクター制度を取り組みたいと考えているが、なかなか若手（女性の方）に

振り向いてもらえない。高校の求人にもどのように記載すればよいか分からない。
●建設ディレクターに仕事を任せる側の現場監督が、現場状況を遠隔で説明できず現場

に来てほしいと考えているため、分業化がうまく機能していない。
●建設ディレクターの成功例を示すことで、建設企業が取り組むヒントになる。

・建設ディレクター制度を活用している企業によるセミナー等を実施していき
ます。
・建設ディレクター制度について、進路指導教諭からの指導を受け、高校生に
対して、より効果的な紹介が実施できるように支援します。

「担い手確保 小委員会」にて出された意見

委
員
意
見

今
回
議
論

次
回
議
論

意見対応の方向性（事務局案）

【資料２】Ｐ34 （２）施工管理の効率化・分業化
１）施工管理の社内分業化への支援

反映する
取組

労働環境の改善

反映する
取組

担い手の確保
【資料２】Ｐ28 （１）教育機関・建設業界・行政との連携

３）採用活動における連携



２．小委員会意見対応の方向性
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●以前と比較すると状況は改善してきているが、完全な週休二日には至っていない。人
員を交代しようにも人員がいない。

●４週６休を達成しているが、４週８休には至っていない。
●市町の工事は週休二日が評価される訳ではない。発注者の考え方に左右される。休み

方に差がでてくる。

・完全週休２日制工事や交替制モデル工事を推進します。
・市町の取組みが加速するよう県の取組を情報提供するとともに、啓発や必要
な支援を実施します。
・建築確認審査機関等に対し、民間企業（建築確認申請者）の適正な工期設定、
週休２日の確保、時間外労働時間の削減等の周知を依頼します。

【資料２】Ｐ33 （１）週休２日制の定着
２）市町発注工事における週休２日工事の定着
３）民間発注工事への周知・促進

「担い手確保 小委員会」にて出された意見

委
員
意
見

今
回
議
論

次
回
議
論

意見対応の方向性（事務局案）

反映する
取組

労働環境の改善



２．小委員会意見対応の方向性
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●以前より安全環境は改善されている。福利厚生も自信を持って伝えられるぐらいに
なってきている気がする。

●サマータイム導入は考えられる。夏は涼しい時間に作業して、早く終わらせて帰るほ
うが良い。フレックスができればよいが、近隣住民の苦情は発生する。

●サマーマイムは有効かもしれない。イメージアップにもつながる。実証実験をしては
どうか。

・建設業の魅力発信として、安全環境の改善をアピールしていきます。
・フレックスタイムなど労働環境の更なる改善を検討します。

【資料２】Ｐ35 （３）安全で快適な労働環境の実現
１）施工現場の安全確保（事故防止の徹底）

「担い手確保 小委員会」にて出された意見

委
員
意
見

今
回
議
論

次
回
議
論

意見対応の方向性（事務局案）

反映する
取組

労働環境の改善



２．小委員会意見対応の方向性
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●週休二日制は、公共土木は工期を確保できているが、民間建築は対応が難しい。

● 他の企業が土曜日に働いている状況を見ると、業界として良くないと思うため、
業界全体として週休２日が浸透していくよう進めてほしい。

「生産性向上 小委員会」にて出された意見

・県工事以外（民間、市町）発注工事の週休２日制を促進させるため、民間
発注者への普及啓発や市町への取組要請を行います。

反映する
取組

【資料２】Ｐ33 （１）週休２日制の定着
２）市町発注工事における定着
３）民間発注工事への周知・促進

労働環境の改善

委
員
意
見

今
回
議
論

次
回
議
論

意見対応の方向性（事務局案）



２．小委員会意見対応の方向性

22

●技術者の仕事の6割が書類作成業務のため改善が必要。バックオフィスと現場が共同
で取り組むリモート体制を活用する必要がある。

●バックオフィスを進めていくためには、企業内での体制づくりが必要。また人材に
おいては、現場の基礎知識が一定必要。

●建設業での新たな働き方が認知されはじめ、建設業のイメージアップにつながって
いる。キャリアパスを設定することで、自分のライフステージに合わせて、現場と
バックオフィスを選択できるのではないか。

「生産性向上 小委員会」にて出された意見

・施工管理の分業化を進めるための企業内の体制づくり、人材育成、環境整備
に取り組む必要があり、建設ディレクター導入促進などの支援に取り組み
ます。

反映する
取組

【資料２】Ｐ34 （２）施工管理の効率化・分業化
１）施工管理の社内分業化への支援
２）施工管理の効率化を支援

労働環境の改善

委
員
意
見

今
回
議
論

次
回
議
論

意見対応の方向性（事務局案）



２．小委員会意見対応の方向性
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「生産性向上 小委員会」にて出された意見

● 県はASPをもっと推進してもらいたい。工夫して業務時間を削減することで、
時間外労働時間規制に対応できる。

● ASPは書類や掲示板、設計図の図面など様々な場面で活用できる。
● ASPは受注者や発注者間だけでなく、社内での活用が進まなければ普及は難しい。
● 映像により現場を可視化し、遠隔で管理ができることは効果的である
● 工事成績で点数をとるため、書類作成が非常に多い。

反映する
取組

【資料２】Ｐ34 （２）施工管理の効率化・分業化
２）施工管理の効率化を支援

労働環境の改善

委
員
意
見

今
回
議
論

次
回
議
論

・県発注工事においてASP活用を推進します。
・市町へASP導入に向けた説明会や支援に取り組みます。
・ ASPや遠隔の活用事例を紹介し、社内活用も促進します。
・工事書類の標準化に取り組みます。

意見対応の方向性（事務局案）



２．小委員会意見対応の方向性
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● ICTは熟練度に関係無く施工でき、安全性も高い。BIM/CIMを活用すれば危険箇所
も分かる。安全な作業、事故の減少によりイメージアップを図ることができる。

● ICT建機は、山合・谷合の現場で使用することが多い。ICT建機導入により安全性が
高まるため点はPRしている。

「生産性向上 小委員会」にて出された意見

反映する
取組

【資料２】Ｐ35 （３）安全で快適な労働環境の実現
１）施工現場の安全確保

労働環境の改善

・安全性を高めるためにも、ICT建機やBIM/CIMの活用を推進します。
・労働安全対策としてＤＸの活用を推進します。

委
員
意
見

今
回
議
論

次
回
議
論

意見対応の方向性（事務局案）



その他 反映したい内容

高校への
アプローチ

• 普通科高校を含め三重県全体の高校へアプローチすることが大事。
• 出前授業や現場見学会など、他の手法も含めて効果的な手法の検討が大事
• 出前授業や現場見学会などの良い事例をマニュアル化してほしい

25

• 現場の負担を減らせるという意味で、建設ディレクターはいいこと。
• 建設ディレクターの役割や立場を明確化してほしい。

建設ディレクター
の導入

• 週休２日制は喫緊の課題。あわせて適正な工期の設定ということが必要。また
発注時期、平準化も併せて検討も必要。

• 土曜日工事は民間工事で多く、週休２日のアプローチが必要。あわせて市町に
ついても同様にアプローチが必要。

• 地域維持型業務や河川内工事などに対する週休２日制の考え方の検討が必要

週休２日制工事
の推進

• 遠隔臨場は、県全体で取り組むことによって、かなり効率が上がる。遠隔臨場の推進

• 事故防止のアプローチとしては、作業の途中段階でのパトロールなどが効果的

• 三重県の平均落札率は他県と比べて非常に低い。
• 県内建設企業の工事受注量の確保が必要。
• 担い手確保、技術者育成の取り組むたの経費が必要。
• 適正な諸経費、物価及び資材上昇分を適正に工事価格へ反映することが必要。

現場事故防止の徹底

利潤確保の取組

業界から寄せられている意見の概要項 目

25



・ＩＣＴ研修による人材の育成

３．意見を反映させた取組内容（案） 三 重 県
Mie Prefecture

取組方針（案） 取組施策（案） 取組内容（案） 取組指標（案）

担い手の確保
教育機関・建設業界
・行政の連携

生徒への魅力発信
・動機付け

U・Ｉターン人材等
への働きかけ

建設現場における
生産性向上

施工管理の効率化・分業
化

測量・設計・施工
の効率化

週休２日制の定着

・学校（進路指導教諭）訪問等
・進路教諭と建設業の交流会
・採用活動による連携

・出前授業・現場説明会等の開催
・多角的な広報活動
・資格の取得支援

・他部局連携によるＵ・Ｉターンの人材確保
・進路指導教諭との関係強化によるＵ・Ｉター
ンの人材確保
・外国人雇用への働きかけ

・建設DXの推進
・ICT活用工事の推進
・新技術の活用

・施工管理の社内分業化への支援
・施工管理の効率化を支援

・BIM/CIM活用、支援

・４週８休の定着
・市町発注工事における週休２日工事の定着
・民間発注工事への周知・促進

・適正な利潤の確保への適切な対応
・技術の継承と処遇改善
・福利厚生の充実

生産性の向上

労働環境の改善

適正な利潤の確保・人材
育成・福利厚生

ＩＣＴ人材の育成 次回以降
で議論

26

安全で快適な労働環境の
実現

・施工現場の安全確保（事故防止の徹底）
・誰もが快適に働くことのできる現場環境の整備



三 重 県
Mie Prefecture

27

３．意見を反映させた取組内容（案）

【生産性の向上】【担い手の確保】

目指すべき姿

新卒者やＵ・Ｉターン人材の建設業界への
入職が定着している

目指すべき姿

土工工事においてＩＣＴが普段使いになっている

【労働環境の改善】

目指すべき姿

自分・家族の時間が大切にでき、安全で働きやすく、
将来に希望がもてる労働環境となっている。

時間外労働の削減

「３つの取組方針」



３．意見を反映させた取組内容（案）

１）学校（進路指導教諭）訪問等

（１）教育機関・建設業界・行政との連携

建設業界と一体となった学校訪問

三 重 県
Mie Prefecture

２）進路教諭と建設企業の交流会

• 学校、建設業界及び行政の関係性を構築、強化するため、各
学校の進路指導教諭等の定期的訪問を実施

• 学校訪問等により各学校の進路状況や進路ガイダンス、カリ
キュラム等の情報を収集し、建設業の魅力発信機会の創出

• 進路指導教諭への建設業の理解を促進させるため、教員と建
設企業との交流会を開催

• 工業高校と地域の建設業の実情に精通した外部人材との連携
強化（又は、地域の建設業に関する情報提供の実施）

「担い手の確保」

教員と企業との交流会

28

３）採用活動における連携

• 進路指導教諭から採用に関するノウハウ（求人票の表現
方法、効果的なツールの活用等）の指導・提供



３．意見を反映させた取組内容（案）

１）出前授業・現場見学会等の開催

（２）生徒への魅力発信・動機付け

三 重 県
Mie Prefecture

３）資格の取得支援

• 生徒に建設業への入職を早期に動機づけるため、高校在学中に
建設業に係る資格の取得を支援（人材支援・金銭支援）を実施

２）多角的な広報活動

• 建設業を知ってもらうための多種多様な広報活動の実施
（動画・冊子・掲示場所・写真展）

• 新しい情報を速やかに伝えるため、ＳＮＳによる魅力発信
• より多くの生徒や親に建設業の取組を届けるため、各学校

の実施する情報発信との連携（ＨＰ、ＳＮＳ、部活連携）
• 中高生より下の世代や保護者への魅力発信の実施
• 生徒が使用しているサイト等の活用

三重高（ＨＰ）ＳＮＳ

「担い手の確保」

• 建設業に触れる機会を創出し、生徒へ建設業の
魅力を発信するために出前授業・現場見学会等
を開催

• より多くの生徒に対して建設業に触れる機会を
創出するために、好事例をマニュアル化し、普
通科高校含めて他校に水平展開

• 生徒に建設業の魅力がより伝わるよう、ＯＢに
よる学校訪問や企画段階から生徒が関わる魅力
発信取組を実施

• インターシップを活用した建設業の魅力発信
• 他の産業にない建設業ならではの魅力発信

出前授業（探究の時間）三重高 出前授業（探究の時間）桑名西高

水平展開

29



３．意見を反映させた取組内容（案）

（３）U・Iターン人材等への働きかけ

三 重 県
Mie Prefecture「担い手の確保」

１）他部局連携によるＵ・Ｉターン人材確保

• 他部局の就職イベント等に建設企業が参加できるように、他部局と
連携・調整

• Ｕ・Iターン受入会社のリストを作成し、他部局と情報共有

• U・I ターンを希望する人材への建設業の魅力発信

２）進路指導教諭との関係強化によるＵ・Ｉターン人材の確保

• U・Iターン人材の再就職を支援するために、高校（進路指導教諭）、業界、行政が情報共有を
強化するなど、U・Iターン人材が再就職しやすい環境を整える

３）外国人雇用への働きかけ

• 他部局が開催する外国人雇用制度に係る説明会等に建設企業が参加できるよう、
業界への周知及び他部局との連携・調整

30



3．意見を反映させた取組内容（案）

（１）建設現場における生産性向上

三 重 県
Mie Prefecture「生産性の向上」

１）建設ＤＸの促進

• 建設ＤＸの取組を普及するため、受注者に対して促進説明会
を開催

• 市町職員に建設ＤＸの取組を普及するため、説明会を開催

• 建設ＤＸの取組の参考となるよう、企業向けに先進事例や活
用事例を掲載したガイドブックを作成

２）ＩＣＴ活用工事の推進

• ＩＣＴ施工未経験者へのＩＣＴ導入を支援するため、発注者
により３次元測量を実施し、受注者に３次元測量データを提
供

• 市町発注工事においても生産性向上を図るため、市町工事で
のＩＣＴ活用を支援

ICT建機による掘削・盛土

遠隔臨場

３）新技術の活用

• 小規模工事においても出来形管理作業が省人化、省力化で
きるよう汎用モバイル機器などの活用を推進

• あらゆるDXにより生産性向上を図るため、新技術の登場を
注視し、積極的に導入

31



１）ＢＩＭ／ＣＩＭ活用、支援

１）ＩＣＴ研修による人材の育成

3．意見を反映させた取組内容（案）

（３）測量・設計・施工の効率化

（２）ICT人材の育成

（他県事例）

三 重 県
Mie Prefecture「生産性の向上」

• ＩＣＴ活用工事が内製化できるよう、３次元
データ作成ができる人材を育成

• 迷う時間をなくし、より生産性を向上させる
ためＩＣＴ活用工事相談窓口を開設

• 事業の各プロセスの受注者が３次元モデルを
活用できるよう、受発注者間でＢＩＭ／ＣＩ
Ｍ成果を共有

• ＢＩＭ／ＣＩＭ成果を有効に使えるよう、Ｉ
ＣＴ施工に活用できる３次元測量データを提
供

32



３．意見を反映させた取組内容（案）

（１）週休２日制の定着

三 重 県
Mie Prefecture

１）４週８休の定着

２）市町発注工事における週休２日工事の定着

• 建設現場の４週８休を定着させるため、発注者指定型の工事発注
（月２回土日完全週休二日制）や適正な工期設定による工事発注を
実施

• 時間外労働規制、担い手確保等に対応するため、土日完全週休二日
制工事・交替制モデル工事を導入

• 現場閉所困難工事や河川工事、維持管理業務等への対応として、交
代制工事を導入・実施

• 市町発注工事の４週８休の定着のため、発注者協議会三重県部会に
おいて市町の取組が加速するよう県の取組を情報提供するとともに、
啓発や必要な支援を実施

３）民間発注工事への周知・促進

• 建築確認審査機関等に対し、民間企業（建築確認申請者）の適正な
工期設定、週休２日の確保、時間外労働時間の削減等の周知を依頼

• 労働局との連携し、時間外労働の上限規制適用を周知 三重労働局より建築確認の許可権限者に
建築確認申請者への周知を依頼（R5.6）

「労働環境の改善」
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２）施工管理の効率化を支援

３．意見を反映させた取組内容（案） 三 重 県
Mie Prefecture

１）施工管理の社内分業化への支援

（２）施工管理の効率化・分業化

• 普及・啓発のための説明会等の開催

• 施工管理を効率化・分業化し、労働時間を短縮するため
に建設ディレクター制度の導入費用等を支援

• 発注工事における建設ディレクターの役割の明確化

「労働環境の改善」

• 工事帳票処理の迅速化、整理作業の軽減を図るため、県発
注工事においてＡＳＰ活用を推進

• 施工管理の効率化を図るため、県発注工事において遠隔臨
場活用を推進

• 市町発注工事においても効率化を図るため、ＡＳＰ及び遠
隔臨場の導入を支援

• 工事帳票の簡素化及び標準化を推進

• 現場での疑問を解消するため、契約後速やかに設計図書に
関する情報を共有するデータシェアリングを推進

発注者 受注者

情報共有の
円滑化

A S P
工事帳票の
・処理の迅速化
・整理作業の軽減
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２）誰もが快適に働くことができる現場環境の整備

3．意見を反映させた取組内容（案） 三 重 県
Mie Prefecture

１）施工現場の安全確保（事故防止の徹底）

（３）安全で快適な労働環境の実現

• 従業員の安全を守り、建設業のイメージを向上するために、現場で
の事故を防止する取組（安全パトロール、ＩＣＴ建機、BIM/CIMの
活用）を強化

「労働環境の改善」

• 女性等が建設現場で心身共に快適に働くことができる職場
環境の整備

• フレックスタイムの実証実験
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３．意見を反映させた取組内容（案）

物価高騰への適切な対応

三 重 県
Mie Prefecture

１）適正な利潤の確保への適切な対応

「労働環境の改善」

２）技術の継承と処遇改善

３）福利厚生の充実

• 建設資材などの設計単価を早期改定し、適正な予定価格の設定
• 適切な設計変更の実施
• 適正な工期の確保
• 安定経営に向けた適正利潤確保のための入札契約制度の検証

• 若手の育成や定着のために、建設企業が実施する人材育成や福利厚生等の取組を支援する。
（キャリアパスの策定、資格取得等のキャリアアップのための支援、福利厚生の充実、ハラスメ
ント研修の開催）

• 技術の継承のため、現場代理人等の技術者に若手の配置を促す
工事の実施

• 技能者の就業履歴の蓄積による能力の評価、技能や経験を反映
した処遇の改善のため、ＣＣＵＳ活用工事の一層の推進
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（４）適正な利潤の確保・人材育成・福利厚生


